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このテストは，ノート，本，コピーなどすべて持ち込み可で行います．途中の計
算，説明などをきちんと書いてください．答案用紙は 1枚両面です．それに収まるよ
うに書いてください．
氏名と学生証番号を答案の一番上に書いてください．

試験中に話をしているものは不正行為とみなして答案用紙を取り上げます．

[1] 次のそれぞれの整級数の収束半径を求めよ．
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[2] 次のそれぞれの関数 f(x) を x = 0 の周りで Taylor 展開せよ．さらにその整
級数の収束半径を求めよ．
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√

1 + 3x.
(2) f(x) = log(1 + x2).
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[3] 整級数
∞∑

n=0

anxn で次の条件を両方満たすものの例をあげよ．条件を満たして

いることをきちんと説明すること．
(1) 収束半径は 1 である．
(2) x = ±1 のいずれでも収束する．


